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製品製品 サービスサービス

機能

コスト

工学的設計
の視点

生物多様性

環境の視点

価格

効用

低環境
負荷

社会・経済の
視点

人間の視点認知的価値
（満足）

身体的価値

安心・安全

倫理

（ライフスタイル）



ライフスタイルデータベース

身
体
的
価
値

認
知
的
価
値

•生活時間
（仕事，通勤，睡眠，テレビ，食事）

•生活空間
（住環境，職場環境，田舎or都会）

•身体特性
（体型，体質，年齢，病気）

•パーソナリティ
（外向性，情緒安定性，調和性）

•消費意識・傾向
（節約or浪費，計画性）

•趣味・嗜好
（娯楽，コンテンツ，ファッション）

Suica
移動履歴

健康DB
医療・運動

Internet
興味・関心

利用可能な情報

会員Card
利用歴，利用
時間

アンケートアンケート

行動計測行動計測

POS
購買履歴

•家族・友人
•口コミ，外部性
•社会的価値観

社
会
的

価
値

多様で計算可能
な顧客モデル

入力

意志決定
（価値判断）

科学的手法に基づ
いたサービスモデル

サービスの構成要素
Sn = (f1, f2, f3, … fn)
f1= 提供時間， f2＝価格
f3＝デザイン

統合



最優先の研究課題は何か？

計算可能な顧客モデル，科学的根拠に基づいたサービ
ス設計方法の確立と実サービスにおける大量データを
用いた検証．
⇒産学官の連携が不可欠

望ましい人材像は何か？

工学（情報科学，計算機科学，生産工学），人間科学（心
理学，医学，社会学），経済学・経営学（行動経済学，
技術経営学，イノベーション学）の知識を有し，領域融
合的に新たな研究課題を発見し，解決できる人材.


